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はじめに 

 

小樽商科大学 地（知）の拠点整備事業 

COC推進本部長 大矢 繁夫 

 

 小樽商科大学 COC（Center of Community）事業の平成 26年度事業報告書をお届け

します。COC事業とは，国の予算措置のもとで，大学が自治体等と連携し，地域の抱える

様々な課題に取り組み，地域活性化とそれを担う人材を育成することを目指したものです。

本事業の本格的展開は，予算措置等の事情のため，平成 26年度からとなりました。 

本事業の対象とする「地域」は，「食」や「観光」を中心に魅力を発揮している小樽市，

倶知安町，ニセコ町など「しりべし地域」であり，事業の内容も，「地域」のこの特性を念

頭においたものとなっています。主だったものとしては，まず「地域志向研究・教育プロ

ジェクト」が挙げられます。これは，観光や地域企業の国際的展開に関わるもの，また地

域の様々な課題に学生自らが取り組むという試み等があります。これらプロジェクトの実

施は 31 件，参加した本学教員は延べで 61 人であり，大きな成果とみることができます。

その他には，小樽市街を大学キャンパスに見たてて，市民と交流を図りつつ学んでいく場

として「まちなか教室」を展開したこと，さらに，地域をグロ―バルな視野のもとで考え

る新たな教育プログラム「グローカルマネジメント副専攻プログラム」を大学に新たに設

置したこと等が挙げられます。また，地域懇談会や地域での各種の公開講座，セミナー，

シンポジウム等も開催しました。 

  

 高等教育機関である大学は，言うまでもないことですが，研究とそれをベースにした教

育を行います。このことは，時が移ろうとも変わることはないでしょう。社会や人間や自

然現象を対象に研究を重ね，知見を磨き，それを若い学生に伝えていくのです。しかしこ

れと並んで，大学は今や，自分たちの足元の，当面する地域社会の様々な課題に正面から

取り組むことが要請されています。自分たちの地域に対して，高等教育機関である大学が

できることは何か，これを考え続け実践していかねばなりません。それは，もはや大学の

アイデンティティーの１つになっているといえます。これからも地域と大学が，ともに活

力と潤いに満ちて，よりよい社会と人間を目指すことのできるよう，励んでいきたいと思

います。 



小樽商科大学  地(知)の拠点整備事業 

平成 26年度 事業報告書 
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プロジェクト成果報告書(※1) 
【研究】 
  ① ニセコ観光圏（倶知安町、ニセコ町）における、長期滞在型観光に関する調

査・研究 
  ② 北海道法学プロジェクト ―札幌・後志管内を中心とする法的紛争の現れ方

とその法的解決への序論的考察 
  ③ おたるくらし･小樽生活中文･Otaru Class：SNSを使った地域観光ブランドの

グローバルな発信 
  ④ 小樽の歴史的街並みの持続的な保全・活用に向けたファンドづくりの基礎研

究 
  ⑤ 地域企業の海外展開支援と国際マーケティングにおける国際ルールとの整

合性確保に関する研究：輸出に関連する補助金規律を中心に 
  ⑥ 後志管内の政治的課題・防災情報を対象とした情報抽出および情報発信に関

する研究 
  ⑦ 食を通じた後志の観光戦略プラン策定 

 
  ⑧ 余市町における観光を主軸とした地域経済活性化に関する調査・研究 
 
  ⑨ 過疎化・高齢化する後志地域における雇用・医療・介護の新たな協同のため

の法制度のあり方に関する総合的研究 
  ⑩ 北運河および北前船の歴史的価値の観光資源化 
 
  ⑪ 自然災害に対する地域防災力の評価  ― 小樽市内の自治会町会を対象と

して ― 
  ⑫ 経済学コンソーシアム 2014 （経済学分野での地（知）の拠点の確立） 
   
  ⑬ 後志地方におけるワイン・クラスター形成プロセスの調査研究 

 
  ⑭ フードビジネスの海外展開事例分析 
 
  ⑮ 小樽市における食を通じた健康づくりの取り組みと評価に関する研究 
 
  ⑯ キャラクターでつなげる地域の輪プロジェクト(Circle of Characters) 
 
  ⑰ 観光資源開発としての小樽市立病院・医療ツーリズム事業の実現可能性調査 
 
  ⑱ 地域通貨を活用したコンテンツツーリズムによる地域活性化に関する研究 
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【教育】 
  ① 学生の客観的調査に基づく地域の課題認識と地域貢献を意図した提案の試

み －小樽の地域通貨 Tarcaに注目した社会調査の実施と活用－ 

② 小樽観光業に関する実態調査 
 
③ しりべし地域産果実由来微生物の探索とその産生セルロースゲルの評価を

研究テーマとするアクティブラーニングを導入した地域志向型ゼミナール
の実施 

  ④ 北海道法学教育プロジェクト 
   
  ⑤ 地域メディアのリテラシー教育 
 
  ⑥ 積丹町における自然生態系を活かした地域振興策の構築 －とくに二級河

川余別川（北海道積丹町）におけるサクラマス・サンクチュアリー（保護区）
をコアとした地域活性化方策の構築－ 

  ⑦ 小樽を中心とした後志地域におけるヒューマンストーリーを活用した新た
な観光資源の開発 

  ⑧ ニセコ地区における中長期滞在型観光客のモビリティに関する研究（２） 
―モビリティサービスの基本構想― 

  ⑨ 北海道指定有形文化財 小樽市鰊御殿パンフレット英語化プロジェクト 
 
  ⑩ 北海道企業の国際ビジネスとグローバル人材像に関する調査 
 
  ⑪ 小樽港クルーズ客船外国人乗船客用観光マップ作成プロジェクト 
 
  ⑫ ニセコ観光圏（倶知安町、ニセコ町）における、国際観光マーケティングプ

ロジェクト 

  ⑬ 地域と学生をつなげる新たな小樽ガイドブック「たるぽーと」の制作 

 

参考資料 
地域志向型教育プロジェクト助成公募要領 ……………………………………… 
地域志向型研究プロジェクト助成公募要領 ……………………………………… 
プロジェクトマップ ………………………………………………………………… 
プロジェクト評価シート見本 ……………………………………………………… 
プロジェクト成果物 ………………………………………………………………… 
新聞等掲載事例（※２） …………………………………………………………… 
 

 
（※１）パネル展示等による一般の方への公表を前提としているため，各プロジェクトとも１枚にまとめ

た簡略版となります。プロジェクトの詳細な報告書，プロジェクト代表者からのコメント等につ

いては，本学 webサイトでご確認いただけます。 

 

（※２）新聞等掲載事例については，各新聞社の著作物であることから，webサイトでは公表しておりま

せん。 
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プロジェクト成果物見本

【研究４】小冊子：小樽れっけん

【教育９】小樽鰊御殿英語版パンフレット

【教育９】
小樽港クルーズ客船外国人乗船客用観光マップ

【教育７】
小冊子：余市・小樽における竹鶴政孝とリタ
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プロジェクト成果物見本

【教育13】地域ガイドブック「たるぽーと」

【教育13】【研究16】
小樽市自治基本条例リーフレット

【研究16】観光情報カード

【研究16】ご当地キャラキャンディ

【教育４】北海道判例集
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